
雨
辰
仙
唱
沖
一

一
フ
トマス

／

リ
ゾ
ー
ト
地
不
意
打
ち

プ
ー
ケ
ッ
ト
旅
行
客
ら
必
死
の
避
難

　
「
盛
り
上
が
っ
た
茶
色
い
海
水
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
街
を
の
み
込
ん
だ
１
‐

Ｉ
Ｉ
－
。
二
十
六
日
に
ス
マ
ト
ラ
沖
か
ら
広
が
っ
た
大
津
波
は
、
イ
ン
ド

洋
沿
岸
の
国
々
に
大
き
な
被
害
を
広
げ
た
。
日
本
人
に
も
人
気
の
タ
イ

・
プ
ー
ケ
ッ
ト
島
で
は
、
多
く
の
邦
人
が
惨
事
に
直
面
。
旅
行
会
社
も

観
光
客
の
安
否
確
認
に
追
わ
れ
た
。

S●-●●㎜･･　　j還--･･---･･-･26日、タイ南部の保養地プーケット島で、津波で流され

て大破した車を見つめる外国人観光客ら（ＡＦＰ時事）
　
タ
イ
・
プ
ー
ー
ケ
ッ
ト
島
で
最

も
被
害
の
大
き
か
っ
た
パ
ト
ン

ビ
ー
チ
。
ホ
テ
ル
「
ナ
ナ
イ
・

ビ
ラ
」
に
勤
め
る
毛
利
幸
恵
さ

ん
（
3
6
）
に
よ
る
と
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
土
産
物
店
が
ひ
し
め
く
二

本
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
、

水
浸
し
で
「
壊
滅
状
態
」
だ
と

い
う
。
タ
ク
シ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク

が
店
舗
に
飛
び
込
み
、
真
っ
二

邦
人
ツ
ア
ー

旅
行
各
社

　
「
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
関

西
ホ
リ
デ
イ
」
　
（
大
阪
市
浪
速

区
）
で
は
、
バ
ン
コ
ク
支
店
や

現
地
の
添
乗
員
と
の
連
絡
で
、

　
　
　
犀
し
…
…
リ
≒
一

　
゛
Ｓ
　
　
｀
　
　
　
ｙ

つ
に
割
れ
た
船
が
路
上
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
。

　
逃
げ
帰
っ
て
き
た
宿
泊
客
の

話
で
は
、
「
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

真
っ
茶
色
の
水
が
盛
り
上
が
る

海
が
見
え
た
の
で
、
『
津
波
だ

！
』
と
叫
ん
だ
。
持
ち
物
も
残

し
て
車
に
乗
り
込
み
、
一
目
散

に
逃
げ
た
」
と
い
う
。

　
同
島
カ
ロ
ン
ビ
ー
チ
の
ホ
テ

ｒ
‘
‘
Ｉ
Ｚ
Ｉ

き

ス
パ
」
の
大
音
直
子
さ
ん
（
3
2
）

は
、
屋
外
に
い
た
客
の
悲
鳴
で

津
波
を
知
っ
た
。
　
　
　
　
　
］

　
　
「
ビ
ー
チ
と
の
間
の
道
が
濁

流
に
の
ま
れ
て
、
大
き
な
乗
用

車
も
流
さ
れ
て
い
た
。
ホ
テ
ル

が
高
み
に
あ
っ
た
の
で
、
皆
さ

ん
が
必
死
に
逃
げ
て
き
た
」
フ

　
朝
の
地
震
に
気
付
い
て
は
い

た
が
、
津
波
に
関
す
る
情
報
は

何
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
津
波

の
後
、
地
元
警
察
か
ら
余
震
に

備
え
る
よ
う
警
告
が
出
た
。
｛

　
ホ
テ
ル
「
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ク

ラ
ン
チ
こ
フ
グ
ー
ナ
」
に
勤
め

る
喜
多
左
緒
里
さ
ん
（
2
8
）
は
、

海
の
見
え
る
部
屋
の
客
か
ら
、

「
津
波
だ
」
と
電
話
を
受
け
た
。

急
い
で
屋
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

出
る
と
、
第
二
波
が
襲
っ
て
来

た
。
朝
食
中
の
客
を
ひ
ざ
上
ま

で
水
に
漬
か
り
な
が
ら
ロ
ビ
ー

に
避
難
さ
せ
た
。

　
　
「
大
波
と
い
う
よ
り
、
低
く

て
速
い
流
れ
の
波
だ
っ
た
。
ビ

ー
チ
の
お
み
や
げ
店
が
押
し
流

さ
れ
て
、
ヤ
シ
細
工
の
土
産
物

が
流
れ
て
き
た
」
と
い
う
。

　
在
タ
イ
大
使
館
員
の
話
で

は
、
旅
行
会
社
な
ど
を
通
じ
て

日
本
人
の
安
否
確
認
を
急
い
で

い
る
が
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
島
で
は

津
波
で
回
線
が
寸
断
し
た
模
様

で
、
電
話
が
っ
な
が
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
。

安
否
確
認
追
わ
れ
る

午
後
七
時
す
ぎ
に
関
西
か
ら

プ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
の
ツ
ア
ー
客

約
八
十
人
の
無
事
を
確
認
し

た
。
同
社
梅
田
営
業
所
で
は
、

　 ． ｊ ． ・ 　 　 ・ ｜ - - Ｊ - ･ ･ ｜

． ． ． 　

･ ： Ｉ Ｉ Ｉ

, ･ １ ･ 　 ． ． ･ ．

スマトラ沖の地震を受けて、情報を集め

るスタッフら(26日午後｢7時30分、大阪

市北区梅田の｢近畿日本ツーリスト｣で)

女
性
社
員
数
人
が
参
加
者
の

安
否
を
尋
ね
る
家
族
か
ら
の
電

話
に
応
対
、
「
現
地
で
無
事
に

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
安

心
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
話

し
た
。

　
大
阪
市
北
区
の
別
の
旅
行
会

社
で
は
、
男
性
社
員
が
「
憐

報
が
は
っ
き
り
つ
か
め
ず
、
お

客
さ
ん
に
説
明
で
き
な
い
こ

と
が
多
く
、
も
ど
か
し
い
限

り
で
す
」
と
疲
れ
た
様
子
だ

っ
た
。

　
一
方
、
阪
神
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
海
外
災
害
援
助
市
民
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
）
」
　
（
代
表

理
事
ｈ
芹
田
健
太
郎
・
神
戸
大

名
誉
教
授
）
で
は
、
ス
タ
ッ
フ

務
局
に
駆
け
つ
け
、
情
報
収
爆

に
努
め
た
。
事
務
局
で
は
「
複

事
会
を
開
い
た
う
え
で
、
飽
作

活
動
を
含
め
た
支
援
策
を
検
皿

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

・
　
医
療
民
間
活
動
団
体
「
Ａ
ｗ

Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
　
（
本
部
・

岡
山
市
）
は
、
日
本
か
ら
ど
ｚ

な
援
助
が
必
要
か
を
探
る
″

め
、
二
十
七
日
に
も
調
整
員
一

人
を
ス
マ
ト
ラ
島
に
派
遣
万

こ
と
を
決
め
た
。

　
外
務
省
邦
人
安
全
課
に
は
、

二
十
六
日
午
後
八
時
現
在
、
［

本
人
の
行
方
不
明
情
報
な
ど
Ｊ

人
っ
て
い
な
い
と
い
う
が
言

Ｉ
ケ
ッ
ト
に
旅
行
中
の
家
族
・

連
絡
が
取
れ
な
い
」
と
い
２

問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
数
杢

Ａ
Ｉ
Ｉ
．
ｓ
ｚ
．
Ａ
ｎ
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